
知の場所

日本東北地方の民俗芸能伝承を事例として^

A placeof knowledge :the case ofthe transmission ofthe folk

Performing丑rtsinthe northe3SternregionofHonsha, Japan

ⅡjlMA Kazuhiko

Sulnlnary

A gteat variety and number offolk perlorming a此S existin present-

day Japan. They are an important element of local culture, and at the

Same time play an important tole in sustaining the lives ofthe people in

their localcontexts. 1Wate prefecture, situated in the northe且Stern re・

gion of Honsha, is f丑mousforits large numberoffolk Nrformingar給、

Some of these, especi且11y those in the larger southern area of the

Prefectute, involve speda1廿ansmission ceremonies, which function in

the f0110wing way.

When the skiⅡ of a particU1且r generatlon of performers in a viⅡage

has reached a certain level of matur北y, they are recognized by the

Older gener且tion wlth the celebration of a ceremony, open to the vi11且g・

ers, announcing that they have received transmission of the perform・

in倉 art and are now qualified performers. This cerem0虹y iS 宮e11eraⅡy

C且11ed sodι"-S11i之i相伝式, 1iteraⅡy 'inlti且tion ceremony.' The first

Charaderistic of this type of cetemony ls that the training process

飯島一彦
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Undertaken by a performer is likened conceptua11y to the process by

Which the historical Buddha galned enlightenment, as detailed in the

Buddhist sutras. The identification of the transmitters of 丑 Performing

art with a figure who has taken religious vows makes it possible for

them to live W辻hin tbe world ot tTansmission of the performing art, as

distlnctfrom that of everyday life. Expressed from 良 different perspec・

Uve, this quali{ies them to go back and forth between the everyday life

Of the common people and the world of the other, namely the spir北

World.

A丘er the ceremony is completed, the perfoTmers g且in a dualidenti・

ty, both as ordinary mortals and as non-mort且IS. This can be under・

Stood clearly hom the widespread practice of erecting a memorial mon・

Ument unι.vdhi 供養熱り, generaⅡy atthe same time as the initiation cer・

emony. 1n genetalusage, the term 'んUy6' refers to the pertorlnance of

a ceremony of prayer for the repose of the soul of a dead person, and a

hιι1づhiis a monument erected for that purpose. 1n this case, people

Who have completed the ceremony for the transmission of a particular

Performing art celebrate a second ceremony in which they write their

Own names on a memorial monutnent and 0丘et ptayers to it. 1n othet

Words, their ⅡVing selves 0丘er prayerS 加 theit dead selves.

The idea that ttansmitters of the folk performi訂g arts are able to

travel freely between this world and the other is one that has

Characterized Japanese society from andenttimes. This has long been

rationalized with the adoption and use ofthe knowledge of Buddhism, a

System of wisdom originaⅡy adopted from abroad. 1n other words, the

10cal transnguration of an orthodox wisdom has brought 丑bout the

rearrangement and transformation of a system of knowledge as a
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1

means of sustaining the identity of a community of people in its local

Context.

Nowadays it is commonly appreciated th且t the spread and develop・

meれtof high-speed meansfortransm壮Ung information, asrepresented

by the lnternet, is maklng possible the synchronic and worldwide shar・

ing of knowledge, 1t seems as if the loca11ty or local specificity of wis・

dom is losing a11 relevance. 1n truth, however, knowledge is made to

funcuon 且S the wisdom for Hving from day to d且y, by people in places

throughout the world, in a great variety of loC丑I contexts.
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はじめに

今回のフォーラムのテーマである r知と場所」について、私の屯攻分野

からは、日本の地方文化に見られる具体的な水例をとりあげてぢぇてみた

い。今回のプオーラムでのこのテーマは、どちらかというと f存在の;艇哉

とそれを可能にする場所」という共遜項でくくられるような哲学的論議を

主流として議論がなされたとしう感があるが、パネリストからは地方文化

のもつ再生性に触れられた而もあり、口本文化研究の立場から日本の地ガ

文化、とりわけ筆老が平成元年以降フィールドワークを継絖Lてきた岩手

県江劇市の民俗芸能をとりあげてみるのも、論争に寄り・する而があると偏

ずる。猶、本稿は当日 r知の変容」と題して雜告した内容を火隔に改稿し

たものである。

i 日本の民俗芸能と岩手県江刺市

Π本には多御多様な民俗芸能が数多く残されてL、る。
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実は、民俗芸能とは何かという定義については、いまだ明快な、のはな

いと言って良いのだが、ことでは日本の民衆の周期的な生活伝承に強く結

びつき、あるいは周抑拍勺な生活伝承そのものとLて、地域共同休の雜持に

強く役割を果たしている芸能とするD。

従0て、それらの多くは地方民衆文化の重要な要素であると同時に、共

同体意識の強い地方の民衆生活を雜持していくための重要な要素である。

それが、全国的に見た場合、数万という単位で存在していることが予想さ

れるが、最近の時代の趨勢によ0て伝統的な継承団体が消減したり、地域

が支えきれなくな0て中断・廃維のやむなきに至る例、数多く、また、あ

らたに地域生活に取り入れられていく例、あり、さらには地域を越えた人

闇鬨係で雜持される例も多々出現しつつぁり、その流動的な様態の把握に

は多大な困難がつきまとぅため、厳密な統計・調査は日本全体としては未

だなされてはいないと言って良し幻。

日本の東北地方にある岩手県は、その中で、特に沢山の民俗芸能が残さ
しし

れていることで右名である。盆踊り・早地蜂料峡・さんさ踊り・鹿踊り

(鹿躍・郷子躍など多様な表記があるが、以下上記に統一して叙述を進め

る)・剣繰・田植え踊りなどを代表とする岩手県の民俗芸能は、県教育委

員会の把握する種目・上演団体だけで1000を越えており3)、実際にはそ

れに漏れているもの、あることを考えれぱ、膨大な民俗芸能が、岩手県民

'ゞ
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1)最新の『口本晃俗大辞4U (2000、吉川弘文然Dでは「地域社会の中で民俗として伝承され

てL、る芸能のこと」というぉおざ0は'な規定しかして、、なし、。かつて「郷士会能」あるしは

「民俗芸術(民芸〕」などと称されていたが、19舶年にそれまでの「郷士舞踊と民謡の会」

a925午より日本青年館で年数回開催)が「金岡民俗芸能火会」と名称を変えてから一般豹
た呼称にな0たしする。

到W和の終おりから平成の半ぱに出けて文化庁の水業とLて全国民俗芸能堅急謁盡が行われ

たが、調杏の史態ιしては各都道府県の教介委R会に任されており、昭和50年代から60年
代末にかけて行われた全国民詞繋急闘査がすべての都道府県で悉皆矧寳を目指したのに対L

て、民俗芸能烱我は各自治体によウてその成果にかなりぱらつきがある。民俗芸能の謁売に

は手垢1暇が力、かり、どれだけの羅費と人的準備が整えられる力功:f哥題なのである。日本の地
域社会での民俗芸能の活動は膳んで、現在でも平均して各都逃府県ごとに致百の上演団休

(あるいは地域・演H ,卿目)を数えられるだろう。
Ⅲ江刺市教育委n会の内部資料による。

約141万人柁001年7月現で励の生活とともにあるということである。具

体的に言えぱ、平均すれぱ県民Ⅱ00人以下でーつの民俗芸能上演団体・

種巨を紲持していることになり、実際にはそれ以上の密度で分布している

ことを考えると、岩手県民の生活と、民俗芸能は切り雜せないほどの深い

つながりを持0ているということである。

そのなかで、特に県南に位識する江刺市という小地域枢江・2参照)は、

市の教育委員会が把握する上演団体の合計が80を越えて船り"、やはり

それに漏れてL、る芸能団休をいくつか足していけば、いわぱ県全体の約一

割弱の民俗芸能を雜持している、大変民俗芸能が盛んで、地域民衆の生活

に密接に結びOL、ている地方と言えよう。江剌市の人口(平成13年7河 1

iず
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四轄井露一如市

図1 岩手県市町村及び江刺市の位

置
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皿吻

"W和56年発行の畍工刺の芸能』 q工刺市敦育委員会発行)では96団体を数えている。その

ときと比較すると現在は廃絶あるL、は休止の状態にあるものもあり、減0ていることは確か

であるが(役活した団体4少数島り、立た新たに結成された団体もある)、毎年秋には虻刺市

郷士芸能祭を卵催したり、各地区ではサナプリ芸能火会を明くなど、伎然として芸能が盛ん

な地鰄である。

1-.^、塁^^

皿

旧江削打堆畦
市町窮自

一、

図2 旧江刺郡全町村図,旧福岡村と

稲瀬村の一部が北上市に,黒石村

と羽田村が水沢市に編入Lた
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U現在で33,560人)を兄る限

リ、約如0人でーつの民俗会

能を支えるとL、う、 L、わば民

俗芸能に鬨わる人口辨度が火

変袖八、地域であるとしうこと

からも、それがうなずけよ

う。

写真1 路上で踊る鹿踊り、撮影:武井浩一
江刺市を含むしわゆる胴11

地域a臼江刺・旧則.沢両都地域全体を指す、北上市の'都・":刺市'水ポ

市.前汎町.金ケ崎町・衣川町・}川沢町は、もともと民俗芸能か犠んな

」冴所として県内でも'有名だ力:、」,抗ιのよう1、、竹にその小でも1[刺市の仏

爪の濃さは特笹すべきものがある。

たとえば、'H城リ'北部から岩千県i舸にかけての地域aH仙台伊達蒋何Dを

小心に分布し、岩丁川A南を代衷する民俗芸能として布名な鹿踊り(写奥1)

は、 111刺1"域だけで14 の踊り組を現在でも数えることができる。太披踊

り系の鹿卸1り他に鼎踊り系と称される系統があり、伝承地域と芸態を熈

にしてL、るが、太效踊り系と低ぼ向数の伝承団休を数えることができる)

金体の伝承剛休が岩乎県と宮城県を併せても50に満たなし現状でのこの

比率は特筆tベきであろう。この傾向は現江剌市にとどまらず、旧江刺郡

全体に言えることで、たとえぱgι在では北上市に編入されてL、るIU江刺都

裾岡太"也域(現北上市1:1内)では、かっては1区から 6区まで名地区に1つ

卸1り痢[があ。たほどだとしう(蜆在は1:1内全休で 1組、他に兇剣惨f力;1釧、

薩摩奴踊が1痢D。

このような傾向は鹿踊りに限。九ことではなし。やはり宮城県北地力以

北に伝承の濃し1羽舶え踊り、剣郷(江刺の剣舞は念仏剣舞の系統で、しわ

ゆる兇剣舞とは違う)や神楽(甲地峰神楽の大横・所両流の他、伊達藩系の

ものがある)、その他眺摩奴踊りなどとL、う近世初捌の仰影を残すものや

ところで鹿踊りを筆頭とするこの地域の民俗芸能には、特殊女継承の儀

式を伴うことがある。すべての踊り靴にその伝承があるわけではなしよう

だが、その"1来の古さを誇りとする剛休では、特殊な偏仰的知識によって

再擶成された伝授の形態を、伝統継承の 1・の屯斐な要楽として1写現するこ

人形芝居などなど、鹿踊り抵どではなL、にせよ、多種の会能力WF'常に色濃

く伝承されて、、る。

なぜ江刺市を叩心とする旧江剌郡地域がこのように民俗芸能伝承が濃い

地域にな。たのかという考察は、木稿の凱的ではないので譯Lくは触れ得

たしが、北・東・南をⅡ.1地で囲まれ、匹を北上川でリJられてしるとしう地

形と、平女時代以来分断支配がなか0たとし、う靡史的経紳、さらに近代に

至。て東北本線が北上川のi川岸を通ウたとしう小仙が複介的に、たらした

ものと言うしかないだろう。ただし、・つだ付'1,y在したしのは、旧江刺郡

地城のどこに行ウても、その地域の人々は民俗会能に文、1'して強L、愛薪と誇

りを持。てしるとL、う,"である。

現在、江刺市域でも民俗芸能の後継者難を嘆いてL、る。硴かにこの数十

羊で伝承団体も激減したし、民俗会能の種ΠF1体も減0てしる。しかし、

これは他の地域から見たら贅沢な悩みとdえなくもなL、。なにしろ今でも、

数百人規模の集落で緋持する一地域の祭りに虻俗芸能が'つも円つも泰納

されるのが当たり前なのである。余談ではあるが、・つの芸能を後牛大'11

に織持しようとして、それでも消滅の妾き11にさらさられてL、る1刈東周辺

やその他の地域の祭りから見れぱ、驚くべき民俗芸能の豊富さなのである。

つまり、この地域では、そのなかのある地城に船、、て何郁類もの民俗芸

能が師川寺に民俗4Ξ活の小に存在し、地域侘民との強、弊占びつきを斜吋寺しつ

つ存在してL、るとしう二とである。

鹿踊りの芸態と伝承

知の場所

Ⅱ



獨恊国際交疏午報第H号

とをも誇り(もしくは理想)と

してしるようである。それは

つまり、継承の儀式自体が、、1
民俗芸能の演じ手が伝統継承 1
上の精神的支柱とするために' τ

も機能して鴬り、地域の中で"

民俗生活と密着して存在する

影を前にLて歌う。奥山行上流謝田写真2ためにも必要な儀式として存
撮影:飯島一彦,以下同じ鹿踊

在することを意味してし、るの

である。ここでは、知識は単

なる知識て・はなく、日々民俗
゛

叫
,

牛活を再生産していくための

.
精神的な構造を築くために用 ,0

、、られることで、ー・つの大き 圏

な智慧として機能していると

考えられる。

その例を江刺市の鹿踊りに

見てみよう。
写真3 新盆の家の前で踊る。高く掲げた提灯

が新盆の家の印。奥山行上流餅田鹿踊鹿踊り(ここでは太妓蹄1り

系にっレて述ベる)という民俗芸能は、四百年ほどの歴史を持っものと考

えられるが、現在の岩乎県南部から宮城県北部にかけて分布Lている。旧

江刺郡が旧離時代は仙台伊逹藩領であうたこと、四国の旧宇和島伊達藩

(仙台伊達藩の分家)領にも「ハツ鹿踊り」と、、う類似の民俗芸能が伝わ0

てし、る事、その他の由来伝承・古文献などを見る限り、仙台伊達解から伝

わ。たものとして良さそうである。

その基本的な樹成は八人八頭立ちで、大きな締太鼓を前に抱え、頭に鹿

の角をっけた,勲かしら)をっけ、背中にザイと呼ぱれる、竹を長く五本前

知の場所

後に割0て紙を縛ったものを2流差し、みずから太鼓を叩き、歌い、舞う

というものである。表現の内容は、郭船よそどの演目、、山中に住む鹿の

精霊が里に下りてきて、里人の家を誉めたり、あるL、は特殊な技を披露し

たり、ある物語を歌と踊りと太鼓によ0て再現するとしうものである。

つの演目を上演するのに、正式には為よそ40分から1時間かかる。演目

の数は踊り組によ0て伝承の数が違0てレる。上演されなくなうたものも

多し。

その演奏は、通常は地域の

祭りに船いて神前の庭上で行

われるか、あるし、は新盆の家

の位牌・遺影の前で行われる

のである(写真2・3 参照)。
'^^.

ノ゛

そのことだけでも、民俗芸能

山村保健センターのグラウ を地域が伝承し統けることが、
櫓の北面浬繋門が見える。

地域の共同体を守ることにつ

ながることが理解できる。

つ立り鹿踊りは、神仏に奏

上する芸能とし、う性格を本来

のものとしており、地域生活
、

の中で周期的に登場し、神仏

を慰め、鎮め芸能として存在

して、、るのであるが、このよ

うたあり屶は、より低位の精

霊がより高位者に対して庭に
梁川金津流鹿踊
第二代相伝式宴行婁員会 参入して芸能を奏上するとし、

う、折口信夫が一典型として

示した「来訪神(まれびと)の

行山山
'

写真5 当日配布されたパンフレ

ツト「鼓動」

.、"ー

写真4 梁川地区

ンドが式場、
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芸能」の様態そのものを表現Lて船り、また死岩の鎮魂を本旨とする正新

的な芸能と甫0て良Vのである。

もちろんそれは、地城の人々にと0ての娯楽として、機能してしる。特

に鹿踊り・剣佳郭よ見る側にと。ての娯楽性(芸術性)の高い民俗芸能で、地

元のみでなく臼木各地・世界瓢地のイベソトに、引き合しに出される小が

多し。彼ら踊り組は、その際には地元の民俗生活を飛び越えてあちこちに

H・1かけてL、く身聾さを持うてぃるが、突はその身軽さも、民俗牛活の'、トで

仏承されたある精神的な雛造によ0て支えられてレるもののようである。

iii 梁川金津流鹿踊の相伝式①

かって鹿踊りなどの踊り組に入る際には血判状を取0たとしう話が残0

てしる。血判を判1した」二で、よほどのこと('賑居・大病など)がなし限り死

ぬ立で蹄り組を抜けなし、としら誓詞を取0たのだそうである。それもつ

L、3、如年前の話とL、う。踊紕の世話をする庭元としう役既の家にはそれ

が残されてL、るとしうが、他人には見せられなL、もののようで、何軒かの

庭元宅で話を向けてもつレに見せてはもらえなかうた。現在では血判こそ

取らなしが、踊り荊{に参加することの意味はさほど変わ0ていなL、らし、、。

このように鹿則りの組件間の精神的紐措の太さは地縁・血縁的な人問関

係を超えて存在するようである。ある地域では、かつて集落の共同作巣よ

りも鹿蹄りの練習や波突の方が纏先してヤたとしうUⅡ列を磁八、てしるし、

庭元宅でhわれる練習や練習後の歓談は、地域・血縁を超えた楽しみとし

て、通常の地域住民の生.活の小にはなL、、独特のものであ0九ようである。

ところで、あるまとま。た世代の鹿踊りのグループ(8人で一組の芸能

であるから、ある世代の8人乃至10人くらい力ほとま0て習得を始める

ようである)で、その技能が充分に成熟した場合には、より上の世代から

認証を受けて、村人の前で彼らが・人前の芸能者として伝授を受けたこと

を披欝する儀礼が存在する。通常これを相伝式と言0てし、る。組によ0て

簡略化して行うことも多L、ようだし、またそら度ん行われる儀礼ではなし、。

1997(平成9)年.10 円 11 日、江刺市梁川で、「梁川金津流鹿踊」としう

鹿踊親の柑伝式(「樹伝四円の儀式」と称するとしう)が、古式に則0て行

われた。数百人が参列し、市長や教育長も本人が列席するという大変な儀

礼であ。た匙子真4)。立派なパγフレ,,ト(写真5)も印刷され配布される

など、お金をかけたものとな醐窯尋
十

- 1"号 '

リ、地城の意気込みも火変な
'

ものであることが一剛瞭然で
.

あウた。

会場の小.Dには火きな桷

(商さ 1丈2尺、幅 9尺艸方、

そで31ぐ出し)がLつらえら

れ、その_ヒには神ヨιと鹿踊り

の師1形と世話人力;座うてL、る

'リ真6)。櫓の上と構を支え

る足には、東南西北と咋・,央に、

それぞれ青・赤・白・黒・黄,

の色が配されている(写真7)
>＼

が、これは当然巾国の陰陽五、
曳^

行説に基一づいてL、る。また、、

幣の匹1方には東南内北それぞ

れに「發心門」「修1↑門」「菩

捉円」「譜!然門」と記されて

%、る(写真4・6・フ)。

儀式の具休的な次第を、門

Π配布された「岐動と題さ

写真7 南面と西面が見える。修

行門と菩提門

知の場所

写真6 神主・右奥に世話人・師匠三名、奥に

神号と鹿頭が見える。発心門は東面

急
門
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獨協国際交流午報第Hぢ

れたパソブレット(梁川金津流鹿踊相伝式実行委員会発行、 B5版63頁、

式次第の紹介だけでなく、数々の資料・解説を含む)に従って下に示す。

入場

1、開式の辞

2、神事

・修藏

・降神の儀

・献饅の儀

・師匠Ξ光之儀

・盃事

・撤饅之儀

・昇神之儀

3、装東降之儀

4、三光之儀(門人)

5、四門の儀(門人)

[師匠伝授の事]

1、三光の叢

2、本體之巻朗読

3、伝授霄渡之儀

4、師匠祝辞

5、門人謝辞

6、礼庭披鰯

フ、閉式の辞

,

Ⅳ梁川金津流鹿踊の相伝式②

儀式の実体は、櫓の上に祭られた祥1(天照大料りを祀ることから始ま0た。

神事自体は一見通例の形式を守ったごく一般的、ので、神主の修赦から始

まるが、普通神主の祝詞が入る場所に「師匠三光之儀」という次第が入0

てぃる。要するに祝詞の替わりである。これは、神主ではなく鹿踊りの師

匠が「三光の礼」という演目(「相伝四門の儀式」にのみ奏されるという)

を櫓の上で奏上するものである。三光とは普通「月・日・星」を指して船

リ、星辰信仰を濃厚に持つ修験の精神世界を反映しているものと思われる

が、そこで歌われる歌はそれを直接に示すものではなV。

知の場所

146

尊う神と拝しあぐるはこの所頭に宿る神の御心

御神楽を拝し申せぱ其の邑の悪魔降伏祓いてぞやる

龍宮より佛法伝授現れて諸事の御難を払いてぞやる

(『鼓弱ルより引用)

要するに神を戴いて悪魔降伏の決意を示すというような内容であるが、

三番の歌詞には「仏法伝授」という言葉が示され、神仏習合の具体例を示

すものであると同時に、この儀式金体の意味づけに大き女隣わりを持0て

いると考えられる。「龍宮より佛法伝授現れて」と歌うのは、船そらく

『法華経』の「提婆達多品」に示された文殊師利の説話(龍王の娘が、五陣

のある身でありながらその卓越Lた神力で一瞬にして悟りを得、成仏して

無量の大衆のために法を説いた)からの引用だろうが、神に対して「仏法

伝授」を示すことがこの神事のーつの目的なのであろう。

さてその問、伝授を受ける若者(式汰第中の「門人」)達は衣装(鹿頭)を

付けずにじっと座ウて待0ていなけれぱならなかった(写真8・9)。当日

は、蔀寺問10分ほどの間この格好でず0と待っていて、とて、大変そう
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老か(争リ杉のモノ、凪.人と言うて良かろう)の仔在が出悦するのである。

この鹿踊りの批形性は、獅台や」.:淡のみを前捉とした空Ⅲ1(民傑芸能が

都市住民に紹介されるとき、通例は1剣場の舞台で行われるが、民俗空闇を

離れた民俗会能が不十分な存在であることは言うを俟たなL、)では十分に

は味わえな、、ことと思う。築者は平成元靜.打 23日に北上市1τ1内の浅川1

神社の祭礼で初めて癖踊りに接したのだが、昼Ⅲ1から藥落内を絲.巡り(芋

真11)、所んで魚し演奥を靈ねた後、夕刻から薄暗レ境内で杣前での長し

派納、さらにその後の夜開の
、

門付け(新盆の蹴んの新仏の

f .

供養に訪れる)を、踊り組に

什きながら長々と打見してレ
'
^

る1川ずっと、踊られてしるさ

なかの踊り手と、顔の前の幕

を」二げたときの彼らとの落荒

写真10 櫓から鹿頭を降ろLて被る に彪き絖けてした。とても1司

・の存作とは思えなかうたの

をよく党えてL、る。特に神前

の米納を終えて染落に向けて

1"1付けに111かけるとき、川1捌

の小の道を太妓を111」きながら

・列に進む彼らの姿は、丈高

し、ザイ行小の竹製の差し、

の、斗野)に割。た竹を途小か

らさらに5本ずつに割、、たも

の2流に、それぞれ由紙がび

。しりと巻かれてレる、艸の

態代、ある、、は神である象標

知の場所

写真"北上市口内の路上、村

廻りの途次。行山流口内

鹿踊

庁
/



とされる)がゆらゆらとゆれ、鹿角と頭の毛がシルエ,,トとなうて夕暮れ

の中にとけ込んで、まさしく異形の者たちが人間の世界を訪れに出かける

ように見えて、背筋力;凍っ允、のであっ九。

さて、話を相伝式に戻すと、鹿頭をつけた踊り乎がはじめに奏するのは、

やはり「三光の礼」であ0て、神亊のさなかに師匠が奏した曲を繰り返す

のである。師匠が神に奏上した如く、門人たちもその決意を示そうとレう

のであろうが、また、神事が入れ籠型に存在してぃると見ることも出来よ

う。門人が神に対して伝授を奏上する汰第の中に、師匠が神に奏上すると

いう儀式が中核として存在すると捉えられるのである。

ところで、ひざまづいて「三光の礼」を奏した門人たちは、立ち上がっ

て櫓に向けて隊列を組んだあと鴬もむろに踊り始める(写真12)。これが

「四門の儀」である。その際踊られるのは、この伝授式でしか奏されなし

特殊な形態と内容を持0た踊りであった。

彼らは「回向太鼓」という太鼓の曲を奏しながら、東・南・西・北の順

で櫓の下の四つの門を潜るのであるが、その際歌われる歌(「四節の唄」)は

次のような、のであった。

獨協国際交流年報第N号

春Ξ月残りの雪を踏み初めて四節の庭と是を申すか

夏三月萌え出る青葉踏み初めて四節の庭と是を申すか

秋三月出し稲穂を取り上げて四節の庭と是を申tか

冬三月降りし吹雪を踏み籾めて四節の庭と是を申すか

(『鼓動』より引用)

むろん東南西北とし、う方負が四季と重ね合わせて考えられて船り、それ

はまた各方角の柱に巻き付けられた布の色で表現されていて、その点はま

0たく陰陽五行説に則ってL、る。つまり、「四節の庭」と表現されてし、る

如く、この櫓を中心に鹿踊りが踊られる場所(庭=鹿踊りでは踊る場所、、
=0

また演目自体、「庭」と称する)には四季が同時に存在して鴬り、そこを

潜り抜ける彼らは、いわぱ時問を超越した存在になる(写真13)と、、う幻

想もしくは観念を、実体として現出せしめるのである。あたかも東北の美

しし円季、村人の牛活を支配し、その幸福を左右する時間の推移が、目前

で次々と映じられて、、くような思いを抱かせる歌詞である。あるいは御伽

草子などの記述によく見られる「四方

四時の庭」の表現そのままと言っても

良いだろう。竜宮城や「興がる島」な

どの異界を劼問した主人公が目にする

理想世界の邸宅の有様は、四季を四方

に同時に備えた、時間性を超越したも
^

のであ0た。

しかし、それと同時に、彼らは「回
^子

向太鼓」を叩きながら、「發心門」か
.、.

゛

ら順に「修行門」「菩提門」を経てt

写 12 櫓の前で踊り始める
浬樂門」ヘ至るという道筋をたど0

て、、る。＼
この演技の形式には、釈迦に関する

説話(四門出遊)が影劉した可能性もあ

るが、仏數的な観念からの幻想の実体

化という面から見れぱ、第一・の目的と

して挙げられるのは、仏教典に記され
'1

た釈迦が出家を志し、修業し、悟りを
.、、

得、浬樂に至る立での物語を、みずか

らの民俗芸能伝承の修業過程の比喩と

して概念的に示すことであろう。

このような発想がどこから得られた

のか、残念ながら現在までの研究の中

知の場所

写真13 菩提門を潜る門人。櫓

の足に付いた袖は荏ゴマ

殻の垣根

1
、

モ
r



では誰も符えようとしてし、なし、。ただ、このような伝授式を持。てしるの

は鹿蹄りだけではなしようで、互いにどのような影舞関係を持つかは不分

明ではあるが、この地域の他の民俗芸能にも同様の次第、しつらえを持つ

相伝式あるL、は供養式があるようである(写真15)。

東北地方の民俗芸能の形成には、 1,1.1伏とも呼ぱれた修験者U"羽三1,1,1・

〒池峰山などを根拠にした山法肖田が深く1矧わ。てL、たことは間違しがな

し。いわゆる山伏神楽・番楽などと呼ぱれる東北地方の神楽が、修験の指

導によ0て形成された二とは小来伝承によ0て明らかであるし、鹿師りも

例外ではなし。

東北地ガでは、これら修験の影糾は半.に民俗芸能にとどまらないことは

言うまでもなし。地域乍活の基盤に、修験の信仰の影響を受けた信仰生活

があることはこれも口うまでもなく、 1」.1吊価イ印(U.1神・葉1.1.1信仰など)やそ

れと融合した形での陽根信仰、あるし、は蔵Ξ1.1権現・不動明Ξ11・毘沙門天信

仰など、現在でも脈々と、かなり根強く生活のヰ・,に残うてしるのである。

これらの伝'仰を基盤として、芸能力り也域生活の'十'に根付してしるという

状況を郡解しなければならなし。権現舞と称する神楽の・種が各家々を山1

つて恕魔敢しや磁の赦L、などをしたりするのは現在でも行われてレること

だが、これがかつて里修験(ところによウては法印などと、称される)の業

であウたことはよく知られている。民俗芸能と信仰とは切うても切れなし

存在であ0たのだ。

旧江刺郡の各地域に存在したかつての柳那寺のかなりの数が、修験であ

0た(明治の廃仏殴釈以後糾味Nこな0たものも多、、)こともしまは忘れられ

てL、るが、そこが相変わらず地域牛.活に影響力を持。てしる例も数多いの

である。

このような小例に包み込まれて、東北地方帯の民俗芸能と信仰の世界

は存在してしるのだが、さて、ではその世界を支えてしる修験の教理とは

休何かとレう問いには、なかなか答えが出てこなL、。仏教と原始Ⅱ1所信

獨恊国際交流午報第14男

仰と陰陽道が習合した世界などと言われるが、基本的に秘樹の信仰を保つ

のが修験であるのだから、河分縄では見えてこなし信仰世界である。

本稿で扱。てVる江剌市梁川の伝授式で、、伝書には場のしつらえや次

第につL、ては細力北イ云承力靖己されていても、どぅしてそのようにしつらえ

るのか、教理の典拠は示され

てレなしそうである(保存会
,

会長11Ⅱ、"恊工氏談)。

さて、 pql"」の儀」カ;終わ

1 1 リ、門人たちが櫓の正面(東
r

1^

血)に向か0て元の座に適る
"11111,n

と、師匠伝授のこと」とL、

う決第に入る。ここまでは師写真14 櫓上から巻物が紐につり下げられて相

伝される
匠も門人も神に対して儀式を

行な。ているが、ここからや

。と師匠と門人が向かし介う

渋饗弌多 のである。
河芦邑Z

儀式は、今度は帥弟共々演

1し、、_,ず、恵X、 奏する「三光の俄」から始ま

ゞ、、ト リ、統して伝譜の「木體之
ノノ fミt.゛=、、

牲」が朗胱される。神仏の加

護によ。て伝授が保証され完

遂されるとしうことだろう。
甲^.

その後、初めて師匠から伝授0

武 ψり の証としての巻物(踊り組にj

代々伝わるもの、由来伝承・^^^

梼伝・伝授式の仕力などが記

されている。栗牛.沢の踊り痢1

知の場所

写真15 r軽石薩摩奴踊極意並歌詞記

傳」より供養式場模型、江刺市

広瀬軽石
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から継承した)が櫓の上から紐に結び付けられて下されて(写真14)、や。

と伝授が完了するのであ0た。それに対Lて師匠が祝辞を述ベ、門人が謝

辞で答え、礼庭(演奏の必要があるとき、通常演奏される曲目)を一通り省

略なしで披欝(40分位かかる)して全休の儀礼が終わるのである。この際

の礼庭の皐奏は、観客U也域の人々)に対しての粉披鰹目の意味が強Vだろ

う。立派に伝授を果たしまLたとVう挨拶の意昧であり、また師匠に対す

る返礼で、あろう。午後11持から始まった式は午後41碍を過ぎて終わった。

既に日はとぅに傾いていた。

ところで、鹿踊りの技術・巻物の相伝のみを考えれぱ、後半の「師匠伝

授のヰU のみで十分と言えよう。前半の「四門の儀」に至る儀礼がなぜ必

要なのか、「三光の鯱」がなぜ繰り返し奏されるのか、その理由を考えて

みなけれぱならない。

獨協国際交流年報痢H号
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「相伝四門の儀式」の次第を見る限り、師匠が神に対して「仏法伝授」

を願い出た後、鹿頭を戴いて異形の者となり、そのうえ発,0から浬樂に至

る修行の過程を経た(前半の鱗礼を終了した)門人たちは、その過程を経な

けれぱ伝授を受けられないのであ。た。前半の次第自体がーつの通過儀礼

として機能しているといらことである。では、「四門之儀」を経た門人た

ちは、一体どのような存在として人々の前に立ち現れ、どん女資格を得て

相伝の許しを得ることになるのであろうか。

ここで注目Lなけれぱならないのは、鹿頭を戴いただけでは伝授に至ら

ないということである。

芸能の通例から考えて、、鹿頭を被るだけで日常の存在ではなくなるこ

とが明らかであるのに、彼らは、普通の人闇の状態から、鹿頭を戴いて非

日常的存在に移行するだけでは、存在として十分とは認められないのであ

梁川金津流鹿踊の伝授式③

る。通過儀礼としては、う一段階、すなわち時間性を超越した上で、発心

して、悠行して、菩提を得、湿梁にまで至らなけれぱならないのである。

櫓下の四門を濳る演技がその段階を模Lていることは前述の如く明らかで

ある。一体なぜ、もう一段階付け加えた鍛礼σ四門之儀」)が必要となるの

だろうか。

最終的に浬染の門を潜るということは何を意味するかと言えぱ、結局彼

らは死者と同格の存在になるということである。衆人環視の中で、鹿踊り

の踊り組に属する癒々は、鹿踊りという内容を持つ芸能という手段(方

法・技術)を手にすることで、生者であり女がら死者と同格の資格を得る

というイニシェーシ,ンを済ませるのである。もちろん地域社会にそのよ

うな存在であることを確認してもらうのである。

生老でありながら死者と同様の存在であることを確認するという行為が

何を意味するかと言えぱ、みずからが地域の中で「この世」と「あの世」

とを自由に行き来できる存在であることを保証されるということである。

鹿踊りという芸能が、基本的には神仏を目前にして奏上される芸能であ

ることは前述した。演じられる鹿自休が来訪神であり、精霊であり、異形

のモノであることも述ベた。従0て、鹿踊りという芸能を演じる老は人問

でありながら人間でないという二重性を生きなけれぱならなくなるのであ

る。そして、通常そのような人問を地域社会は定住者として受け入れよう

とはしない。なぜなら、生きながら死者であるなどという不可解な存在を

身近に羅きたくないからである。

とのような演者の生の二重性は芸能者一般に通じることで、鹿踊りに1狼

。たことではない。芸能者が漂泊者であることが多いのは、基本的に右に

示した排斥の感覚を定住民が持つからだが、しかし東北の鹿踊りの踊り乎

は漂泊するわけには行かない。従って、みずからそのような存在であるこ

とを仏教と陰陽道の所伝を借りて表現し、社会的な認知を得ようと喬うの

が、「四門之儀」の存在の伺的であり、相伝式全体の構造の基本原理であ

知の場所
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の除幕式

Ⅵ

杣伝式令休がそのようなM的を全休として持0てしることを、も0と適

接的に示してレるのは、粗伝式終了直後に、開係者のみがすぐ移動して行

われ丸「則供養碑」の建立である。

通常「供養」とは、死者に向か。てその夕臼妾の魂の安寧を祈る儀式であ

リ、「供養碑'」とは死岩の慰霊のために建てられるモニュメγ卜である筈

鹿踊供養碑建立の意味

ところが、この臼鹿卸円の相伝式を終えた新しし、釧1り組は、適後にひき

絖してみtからの名を記した咋共錘研,」を建てて、みずからそれを供錘す

るとしう儀礼を剥円 hつた化i真 16~17、'1・1伝式場近くの公剛の・丘1)。

そこでは鹿蹄りも奥されている。

鹿踊りなどの民俗芸能に存在する、この「供養」とし、う行為が、体と

うしう意味を持0たものであるのかをず0と叩}ねてⅢ10たことがあるが、

地域住民の意識にも、災は踊り組の踊り下たちにと0てもその意義は明確

なものにはされていないようである。「師匠を供養するんだと1捌してレる」

とか「感謝の気持ちだ」とか「供抵は供養だ」などとレう符えか返。て来

るのみで、何のための、誰のための「供養」であるかとL、うの力1はうきり

してしなし。どぅも、「踊りの伝授を受けたら供養碑を作らなけれぱなら

なし」としう恵i哉のみ力:伝承されてL、るようなのである。

次に掲げるのはこの伝授式当日に建立された鹿踊り供養研.の碑.文である

(縦占きを横書きにLてある、ユ1真 18参批り。

の前で踊る

知の場所
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この碑面から判断する限り、ここに列挙された名前は鹿踊りの伝授の当

京者に当たる、保存会長・庭元・顧問・師匠と相伝者、及びこの碑・を建て

た士地の地主だけであって、いわぱ表面的には「相伝記念碑・」あるいは

伝授記念碑」とで、称すれぱ足る碑文である。しや、碑面には名前が列

挙してあるだけで、碑文にも相当すると言えるかどうか甚だ心許なレと言

えしま言える。

この碑.面は何を意味しているのだろうか?

相伝を受けた者たちが師匠を「供養」 Lたのだろうか?残念ながらこ

こに列挙された人物はこの時点で全員が生存者で、伝授式に出席してしる

、のぱかりである。第一、相伝老と師匠たちが、左右に分けられてはいる

が、同じ高さで記されて、、て、「供養されるもの」と「供養するもの」の

区別などここにはない。

結局、この碑面の意味をまとめると、「金津流獅子躍」としう踊り組の

名称(師匠組に当たる栗生沢の躍り組の供養碑にならウたもの、公式的に

は「梁川金津流鹿踊」と称している)と、関わ0た人物名と、年紀と、「供

養碑」としら碑の形式名の四つだけである。ち女みに一番上の九曜紋は日

月星辰を示す陰陽道の表象であるが、同時にそれを受け入れた修験の衷象

であり、また伊達家の紋所でもある。仙台伊達藩を発祥とする太鼓踊り系

の鹿踊りの衣装には必ずこの紋がどこかに染められてレて特徴的な意匠と

なって、、る。

「供養」が死者の九めになされる行為であると考える限り、ここには表

血上供養されるべき死者の影などどこにもない。また「金津流獅子躍」そ

の、のを供養するとし、う観念的な形式は成立しなレ。なぜならぱ現実にそ

れは伝授された芸能であるからだ。唯一可能性として存在するのが、碑面

獨協国際交流年報第14号
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平成九年十月十一日

に記されなかうた過去の踊り組、歴代の師匠を供養するとレう意味がある

という理解である。事実、そのように説明する人んとも出会0ている。 L

かし、実はこの踊り組は昭和46年に栗生沢にある金津流鹿踊(現在は「江

刺市梁川金津流鹿踊」と称してVる)から伝授を受けて新たに作られた組

で、この日の伝授式でしわぱ2代目が誕生したに過ぎない。初代、すなわ

、ちこの日の供養碑に師匠と書かれてV
、、

る人凌は、突は隣に建つ昭和56年9〆

月 23日の日付を持つ鹿踊供養碑(写真

19)の中では相伝者とされているので
、、

1

あり、この踊り組にと0ては歴代の師

匠と言える人々はまだ形成されていな
盧^
.

しと言0て良いだろう。

このようなヨエ情を老えてL、<1県り、

鹿踊りの供養碑の建立の目的は、碑・面

に記された人々の供養に他ならないと

写真18 金津流獅子躍供養碑
考えざるを得なくなる。日月星辰を戴

く「金津流獅子躍」の名の下、牛者が

みずからを供養するとレう形式としか

捉えようがなし、のである。

つまり、伝授式で相伝を受けた者た

ちが、自分たちと師匠と、その他関わ

る人んを、みずから牛きていながら、

死んだものとして「供養」したのであ

る。生者でありながら死者であるとし
..

う二重の存在になることを、形として

示し、証拠として残したのである。

岩手県南部地方では、このよらな供

＼'

知の場所

＼

写真19 隣接Lて立つ先代の供

養碑

,
,
゛
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筵碑.カ:建てられてし、るのをあ

ちこちで圃にすることができ '

る。特に旧江刺郡地域では多

し(写真 20~25)が、管見て

は梁川久田地区の享保3什

(1718)銘のある、のがー・番古
].

しようである(写真25)。他

写真20 梁川栗生沢に立つ金津流獅子躍供養碑、にも文化5年(1808)の紀年銘
中央の2碑

のあるものもあり、供養碑を

建てることは江戸珀寺代からの

風習であ0九。それらを観察

する限り、1[刺市及び周辺に

多数存在する鹿踊り以外の民

俗芸能の「供養碑.」の意義も、

基本的にこれらを外れるもの

ではないようである。

、ちろん賀用の問題、ある

ので、かならず建てナCとL、う ι

ものでもないようだ。しかし、
.'

棚伝式はお金が力功、りすぎる

ので、供養碑,を建立すること

写真21 北上市口内浅問神社境
のみで、相伝式に代えるとし

内に立つ行山流口内鹿踊

0た例も多くあ0たようである。 の供養碑

とにかく、生きながらにして死者であると、、う存在になることを、「四

門の儀」とL、う通過儀礼を終えることのみによ0て充成するとはとらえて

しないという精神構造がここで見て取れる。なぜなら相伝式の汰第の都

である匹1門の儀は、あくまで地域における社会的なh動であるからだ。

知の場所

踊り組の個人としては、みずからをみずから死者とLて供養して、はじめ

て二.重の存在としての突感力1持てるのであろう。つまりは、二電の存在で

あると、、う樹己同性力:得られるとL、うわけである。

言し方を換えれぱ、相伝式の次第に存在する「四門の儀」を経るだけで

は、生きながら死者になるイニシェーシ,ソとして不十分であり、 1剛云式

全休はあくまで地域社会のも゛

ノ
、一

のとして存作するのに対して、、

供養費の建立というのは、個訣

人的な、個我としての存在の

二埀性の充成の確認の表象と

して打:在するのかもしれなし。、二

あらナ'めて叩うならぱ、新

たに一人前の鹿踊り細として
^、、ー

伝授を受け、地域社会の認知
、

を受けた彼らは、みずからを

供養することで、中きながら

にして浬雛門をくぐり抜けて

社会性を超越し、また時間性

を超越した存在として、いわ

ぱ死者と同等の資格をも得た

ことを確認することができる

のである。供養碑を建立する

ことで、鹿踊りの踊り乎とし

て、存在の二重性を持つ存在

であることが冗成するのだと

て良しだろう。
写真23 江刺市稲瀬鶴羽衣台に立つ歴代の鹿踊

り供養碑、右から2番目が文化5年銘を

持つもの

写真22 北上市口内菅原神社境

内に立つ薩摩奴踊と念仏

剣舞の供養碑

、
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このような存在の二重性を露わにした存在として、地域からそしてみず

からも認知の必要が求められる理由とは、一体どんなものなのだろうか。

芸能を演じるものが「この世」と「あの世」を自由に行き来できる存在

である、とL、う発想は日本古来の基層的な考え方であると言って良い。お

そらく古代の「語り部」の存在はそのようなものであったろうと想像され

る。『古亊記』に記された八千矛の神の歌謡で、容易に人称転換が起きて

いるのは、神話を語る、の自身が神そのものとな0て語りをするからと考

えられて船り、当然彼らは日常世界と神の世界とを自由に行き来できる回

路を持0てし、ると考えられてL、たはずだ。

中世の猿楽の能におしても、「ものまね」が基本にありながら、目前の

現実を真似るのではなく、多くの場合主役の役者が演じるのは死者(歴史

上の人物)の亡霊であることを可能にしたのは、如上のごとき発想を、日

本人が持ち統けてきたあかしのーつであろう。

このような事例はなにも古代や中世のみではなく、現代の南島の祭祀の

中で、神司や祖神(ウヤガソ)やユタと呼ぱれる女性たちが口にする神歌や、

あるL、はフイヌの神謡や、東北のイタコ・オナカマサマ・カミサマなどの

口寄せでは頻繁に生ずる現象である。

彼らのような宗教的存在が、通常の生活をしてしる民衆の中に民衆と同

等の普遍的な存在としてあるのではなく、ある通過儀礼(あるいは成巫過

程)を件0て特異的に出現することは、今迄多くの報告があることだから、

ここで詳しく触れる必要もな、、だろうが、ただその儀礼や出現過程の中に、

また修験の行にも、「死と再生」をモチーフにする行動が多数存在するこ

とを思、、起とせぱよしだろう。

人は一度死ななけれぱ、「この世」と「あの世」を行き来できる存在に

はなり得ないのである。しかし、叙上のごとき民問の宗教者ならぱともか

鹿踊り踊り手の存在の二重性と世界の構造

獨協国際交流年報第H号

く、なぜ民俗芸能の担L、手が、しかも「生きながら死んでし、る」状態を自

他共に確認する占しう儀礼を必要としなけれぱならないのだろうか。

ここでは、日本人の現代生活にも無意識に存在してL、る日常と非日常世

界の互しに浸食し合レ、支え合う構造を理解しなけれぱならないだろう。

毎日生きてVくための基本的な生活を r日常生活」とするならぱ、直接

生きていく(食ベて、、く)ためには必要のない、いわぱ形而上的な意味を持

つ行動が「非日常生.活」と言えるだろう。この区別は歴史的に見ても大変

暖昧である。かつて規範的意識の高い時代は、「人はこのように生きるべ

き」と、、う規範と制限力:日常を糧うように存在し、当然「日常」と「非日

常」の区別力:はうきりしてL、

たかの如く夢想するのが常だ

が、これも地域や人間集団が

違えぱ規範も変わるのが当然

であ0て、「所変われぱ品変

わる」、つまり文化や時代が

違えば、「日常」と「非日常」

を規定する境界線、、具体的

な行動なども変わるのである。

従0て、歴史的に見ても「日

常と非日常」の境界線は

明確に決定されていたわけで

はない。

しかし、具体的に地域的・

歴史的な普遍的規定をするの

は困難(境界が可塑的・可変

的であるから)ではある力:、

日常と非日常」の区別

知の場所

写真24 文化五年七月十六日の銘が正面の南無

阿弥陀仏という名号を挟んでいる、下段

左右に人名が列挙されている

写真25 江刺市梁川久田地区に立つ享保3年銘

を持つ鹿踊り供養碑、左から2番目

"
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は、日本人(ここでは現作の日木国の版図に居住する、明確に外国文化を

脱靴としなL、生活をしてしる人んを指す)の生活にと0ては重要な意味を

持0てきた。それはつまり、、0ぱら祖霊や神の住所としての「あの世

(他界・拠界)」との交流の問題に開わるからである。

こまかい例証は省く。とにかく階"1常」は「あの世」への入口である。

「非臼常'」は人為的に状況を整備して作り出すことが出来るが、日'常世界

の'1・,にもふとした拍fに存在を示すことがある。物陰や辻、市場、而Ⅱ東、

森、 1_[1、海、坂など蝿界と意識されうる地域に r非日常'」は出現するが、

これは固定的にそこがし、つで、そうだとしうわけではなく、人々個々の意

識の中で「日常」と「非11常'」の蝿界は拘ΥEに広が0たり狭ま0たりする

ようである。かつて地域共同休の紳か強か。た時代は、一地域の人1削関係

の小では、この蝿界の愆識はある程度の共通意識のもとに存作したと号え

られるが、それも程度問題であうて、結局祭りのような、地域に対して強

い強制力を持う場で硫認、される境界意識はある程度固定的なものとして機

能Lただろらが、個々の生.話に戻れぱ、牛活の状況に応じて廃界意識は変

わ0てくるのが通常だ0た。

通常の牛活に辿われてL、る人惜1は、日常世界で葬らしてL、る。時た立非

11常世界に影)れ込んでしまうことはあうても、通例は非日常世界に足を踏

み入れるにはある乎統きを必要とする。重や例で言えぱ精進潔斎であり、

桜くなるに従。て、簡栄.な清めとか、時れ着で十分な場合もある。このよ

うな乎統きを経て、祭りの場などの年中行水や通過俄礼などの儀式の場、

あるいは特殊な場所ヘ存イ11すること力斗"来るようになる。しかし、そのよ

うな場は「あの世(他界・異界)」その、のではなし、。神と向き合0たり、

祖先が訪れてきてし九りして、そこは「あの世」と行き来できる場所では

あるけれど、神や祖先の住み九まう、時に溢れんぱかりの幸福力:夢想され

るあの世」そのものではなし。そこは、「この世」のー・部ではありなが

ら、卯常世界とは切り跳され九非1ヨ常的な「場」であり、そ二にはある下

絖きを経れぱ普通の人11且は出入り可能だが、もちろん「あの世」へは生身

で行き来することは出来ない。

従って、この世界の構造は「この世(此界・日常世界)」と「あの世(他

界・異界)」の問にそのどちらの世界からも参入可能な「境界領域」とで

も称すべき世界力;広が。ている占ヤうことになる。もう少し詳しく1挑める

と、「境界領域」にも不可視領域(目に見えなし存在がうごめしている領域、

「あの世」よりはこちらの世界に近く、ほとんど近接して存在しているが

人問の夙には通側罷噐哉できなし)と可視領域(境界領域の乎前側、人闇が千

絖きを経た上で通常行き来できる世界)の区別があることが分かるのだが、

ここでは本稿の論旨とは直接関わらないので、指摘するにとどめる。ただ、

「あの世」はむろん不可視の「境界領域」の向こうに広がる世界で、当然

不可視の領域に属するのである5)。

鹿頭を戴して通常の人問の存在から航れるだけでは足りずに、さらに洩

梁門を潜るとレう儀礼を必要とする鹿踊りの相伝式は、あたかも_Lに示し

た世界の朧造にある二つの境界、境界領域のこちら側とあちら側を超える

ことと対心してしるが如くに見える。普通はあちら側の境界を超えてしま

えぱ当然不可視の存在になるのだが、鹿踊りの踊り手は、相伝式を経るこ

とで可視的存在でありながら「あの世」に属するものとしてあり統けるこ

と力淵1来るようになるのである。相伝式の意残とし、うのはそこに存すると

認められるし、そうぃう存在にな0たという主張と確認、をする場でもある
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励この枇迭を図示すると下記のよ5になる。特に蝿界領域では不可悦催i域が人り交じ「て打
在すると"えみれるから、'Fのような図示が必tしも虻硴に火旦ιLて、、る;とになるかはな

はだ.L、詐たL、が、他にこのような、肢慨を見たこと力:な、、ので、ここに示しておく。なお、こ

の辨造に0、、ては、、ずれ詐しく論じょうと努えてL、る。
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と理解できる。

何故に鹿踊りの踊り組のメソバーが、相伝式で技能のキ団云を認められた

上で、さらに生きながらにLて死老であるという存在の主張と確認を、地

域の他者忙、自己にも求めなけれぱならなかったかといえぱ、このような

日常・非日常の構造、「この世」と「あの世」を両極とする世界構造をみ

ずから、地域社会も認識Lていたからだろう。

獨協国際交流年報第H号

V田 露わな「存在の二重性」

つまり、本然として芸能者ではない、かつては農民が中'心であ。た日常

生活者(現在では当然ながら消防署員・公務員・自営業岩など多彩な職業

に就いている)が、より低位ではあるガ司"Ⅱ(他界)から訪れる神あるしは精

霊とLて行項の庭(可視的な境界領域)に立つには、単に非日箆'的な扮装を

するだけでは不十分と感じられたのであろう。

不十分と感じられる現突的な原因のーつに、彼ら踊り組が、芸能によ0

て収入を得る存在(要するに芸能老)であることが挙げられよう。日常生活

者が得られないような収入の手段を余分に保持している(鹿踊りの曲目に

は必ず「花(ご祝儀)」をいただく場面が含まれている)という状態を、地

域社会に認めてもらわなけれぱならないのである。彼ら力司旬を張って

「花」を手にするには、それに値する芸能の技術を雛持し、かつ「異形の

モノ」であり続けなけれぱならないのである。

従0て、彼らが祭りの庭や行事の場で鹿踊りを踊るとき、卯常の生活岩

としての彼らが非日常的な場に立。ているという立場と、「あの世(イ也界・

異界)」から訪れてきた「異形のモノ」という立場を同1埒に分かちが丸く、

両立させて保持Lなけれぱならないわけで、このような存在の二重性を精

神的な負担をより軽減する形で解消するには、はじめから存在そのものの

二重姓を露わにLて船けぱよいということになるというわけである。

もちろん、このような二重性を露わにした存在というのは地域の日常生

活岩としては異質な存在である。立た、通常はそのように露わにはならな

いのである。との欝わな二重性は、、0ぱら鹿踊りを踊るときに発揮され

るわけで、普段の生活には全く意味を持たないと言0て良い。

結果として言うならぱ、彼らは日常生活者と異形の存在とを行ったり来

たりすることの出来る、ある種の「身軽さ」あるいは「自由さ」を持って

いるのである。

鹿踊りを踊。ているときの彼らの「我」は「異形のモノ」としての

呼幻である。そう発揮されるように朔待されている。芸能というものは

そういう、のである。しかしその「我」を支えているのは生活者としての

「我」であって、このような存在の二重性は、実は上田閑照氏の説く「世

界の見えなL、二重性6U と関わ0ているようであるが、ここでは深入りす

るほどの力量を筆者は持0ていない。

ただ、ーつ指摘しておくならぱ、鹿踊りの踊り手は、長年に亘る厳しい

練習(通例一人前になるには十年かかるという)のうちに、鹿頭を戴いた状

態での「我」らしさの最大限の発揮は、当然「異形のモノ」としての技能

の最大限の発揮である事を知るだろう。そこでは日常の生活者としての

「我」は否定され、拭い去られなけれぱならなくなる。それをなし得るた

めに存在の二重性を鰯わにしたとき、その二重性は当然「異形性」の方に

多く振れるとVうととである。その振れ幅が極端になれぱ、当然その異形

性は「死者」を目指すのだ、と言0て良いだろう。、ちろん、このような

人間のあり方が通常の生活者と同様であるはずはない。彼らは、現実には

地域社会である種の異敬の念を以て眺められているのは事実である。相伝

式の有様を見ればそれが納得できるであろう。たとえ珍しい行班とはいえ、

他に、多数の伝承芸能がある中で、ほんの一地域の民俗芸能の相伝式、十
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人標どの普通の若老のための儀式に、市長(もと農林雀の上級官僚である)

や敦育長が出席する必要が通常老えられるだろうか。

日本では一般に、芸能を演じる人獣"よ廼常生活岩とは区別される。「芸

能ノU とか「業界のノU という言し方が、ある麺の差別を件0て畷かれる

ことは都会の生活の中で、多い。彼らは社会の'やで、日'常生活と、非日常

の世界を同崎に生きるものとしての二重の振る郷Vをする存在として位置

づけられる。このような有:在の仕方は、叙上の鹿蹄扣の踊り手のあり方と

基本的には、・緒であることは川1述Vないだろう。西欧の文化の中での芸

能・芸術のあり力との根本的な差がここら辺に存在するようだが、この点

にも深入りは避ける。

とに力K、なぜそのような存在を日木の社会が欲するのかということは

大きな問題である。芸能老のこのような生.き方を意識的に思ぢの対象とし

て、共感を持。て取り上げたのは折口信夫だが、単に民俗学の方法として

ではなく、あるいは日本文化の始発の間題とLてではなく、人問行¥Eの恨

源を揺るが→、間題として、現代社会でもその要求が先鋭化しているのでは

ないかとレう感がしてならなL、。そうでなけれぱ、たとえ日本の束北」也方

の片田舎であろうが、このようなアナクロニズムと言われて、船かしくな

いような鱗礼が、地域の財力をかけて、か0現代に生きる若者の相当な忍

耐を要求して、ーつの通過儀礼として、地域に認知されかつ要詰されると

し、うような小丁誤tこはなり得ないのではな、、だろうか。

Ⅸ革省言吾

さてこのように、江刺市梁川という東北地方のごく狭し、一地域で行われ

た、鹿踊りといら民俗芸能の相伝式の様相を見ていくと、結局、本来地域

社会の恨源に存在してしる論理の上で民俗芸能を上演するために、演じ手

に合理的な自己向一性を芋えるための手段として、外来の「知U の休系で

ある仏教や陰陽道の知識が援用され、利用されている小二が理解できる。そ

のき。かけはおそらく修験の持っていた宗教的世界観であ。ただろうが、

現実的には姿を消Lた里修験の存在とは全く1捌係なく、またほとんど無箔;

識の中で、知識は民衆生活を雜持tるために利用されているのである。

つまり、正統的な映山は雁史的経紳によ0て地力'的な変容を遂げ、地

方民衆のアイデンティテ'ーの矧崎のために、体系の組み杵えと相貌の変

化がもたらされていると言。て良いだろう。 Lかし災際に大水なことは、

ある地域牛.活の'やでの民俗芸能の伝承とL、う、大変卑小な那粂ではあるけ

れど、その民俗芸能を演じるとL、う行為の中で、人1{・りの行¥Eそのものが問

われてVたことであうた。

イソターネットを代表とする高速1青報伝逃乎段の普及・発展によ0て、

共時的・世界的な映山の共有が実現しつつある小め;尖感されている。こ

のような状況の中では、「知」の地力的なあり力は金く意味を失0ていく

かのように見える。 Lかし、実際はそれぞれの「場所ん々」で、そこに生

きる人研"ことっては、守_きて、、くための咋{り'J と Lて、「知」は右列Nこ

機能してぃるのではないか、それが本来的な人11.11の営みなのではないかと

思われて来る。

より斑本的でありながら、人冏にとぅてより根元的な問しかけが可能で

あるという一例をあらためて発見した思Vを抱し、て筆を柵K事とする。
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